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備につなぐ中間処理設備の機器・配管に腐食による減肉が見られたため、

機器・配管の一部更新や予備品の購入を行っている。 

平成 29 年度は腐食対策として、中間処理設備の木酢液処理ラインの配管 

更新を計画している。 

   なお、第 1 期・第 2 期処理施設とも、平成 27 年～28 年に掛けて液処理

設備の固液分離排気系統において、ベンゼン対策に係る改善工事を実施し

ている。 

 

 ２）プラズマ溶融分解設備 

   １系設備は８年目、２系設備は５年目を迎えて、平成 27 年度以降は、恒 

温チャンバ及びプラズマ溶融分解炉の耐火材の補修が主体となっているが、 

平成 28 年度は、経年劣化への対応として、酸素濃度計の交換等、排気処理

系統の更新を行っている。 

平成 29 年度は、平成 28 年度に点検の結果、実施を見送ったバグフィル 

ターのろ布交換を計画している。 

 

（２）豊田ＰＣＢ処理事業所（別紙４－１②参照） 

平成 27 年度からの３ヵ年を中心に経年劣化対応の更新等を実施している。 

平成 27 年度は、排気処理設備の第３排気オイルスクラバーにおいて腐食

（孔食）が見られたことから、その下部の更新や充填材の交換を行ってい

る。また、液処理設備では、主反応槽・主後処理槽の攪拌機軸受等部品交

換、一部の遠心分離機のオーバーホール等を実施した。平成 28 年度も引き

続き同様の整備を行うとともに、ＰＣＢオンラインモニタリング装置の更

新を行っている。 

平成 29 年度も引き続き同様の点検・整備を計画している。 

 

（３）東京ＰＣＢ処理事業所（別紙４－１③参照） 

重要設備である水熱酸化分解設備の腐食劣化対応として、毎年計画的に機

器の更新・腐食部の肉盛等の補修を実施している。平成 27 年度は再生熱交

換器出口連絡管の全面更新、処理液再生熱交換器入口部内管の減肉箇所の

交換を行った。平成 28 年度は、処理液再生熱交換器（No.1）の全面更新や

反応器底部の腐食対策として反応器底部に隔壁を設置している。 

また、水熱酸化分解設備以外の設備においても更新・補修を実施しており、

洗浄設備については、平成 27・28 年の 2年をかけて洗浄槽本体の変形対策

を実施している。 

平成 29 年度は、水熱酸化分解設備の処理液再生熱交換器（No,2,3）の全

面更新や処理液の六価クロム濃度上昇トラブルを受けて一旦撤去した№.1
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反応器の前記底部隔壁の再設置等を計画している。 

 

（４）大阪ＰＣＢ処理事業所（別紙４－１④参照） 

北九州ＰＣＢ処理事業所同様、真空加熱分離設備（以下「ＶＴＲ」という。）

における腐食対策を中心に設備の補修・更新を行っている。 

平成 27 年度は、ＶＴＲ-Ｄ号機第１オイルクーラー等の部品取替やＰＣＢ

オンラインモニタリング装置の更新を実施した。平成 28 年度は、ＶＴＲ-

Ｄ号機の腐食対策工事、洗浄装置の部品交換等を実施している。 

平成 29 年度は引き続きＶＴＲ-Ｄ号機の配管及びオイルクーラー等の更

新等を計画している。 

 

（５）北海道ＰＣＢ処理事業所（別紙４－１⑤⑥参照） 

１）トランス・コンデンサ処理設備（当初施設） 

平成 27 年度は、液処理設備の熱交換器や配管の腐食検査を実施するとと

もに、各ポンプ類の更新を行った。また、平成 28 年度は、液処理設備の攪

拌機のモーター類の整備、真空加熱炉の油圧系シリンダの整備を実施してい

る。 

平成 29 年度は、液処理設備の熱交換器の更新、ＰＣＢオンラインモニタ 

リング装置の更新等を計画している。 

 

２）プラズマ溶融分解設備（増設施設） 

平成 27 年度は操業開始後 2 年経過し、毎年実施している点検・補修項目

とは別に長期保全計画を作成した。平成 28 年度は長期保全計画に基づき、

恒温チャンバの耐火材の更新等を実施している。 

平成 29 年度は、引き続き恒温チャンバ、プラズマ溶融分解炉の耐火材の

更新・補修を計画的に実施していくこととしている。 

 

３．平成 30 年度以降の長期保全計画について（概要）  

 

  各ＰＣＢ処理事業所における平成 30 年度以降の長期保全計画（抜粋）を、

これまでの実績と合わせ、表－９から表－16 に示す。各ＰＣＢ処理事業所と

もに、今後の点検、補修、更新の実施状況等を踏まえ、図－１に示した「Ｐ

ＤＣＡ」サイクルを回しながら、今後も引き続き見直しを行っていくことと

している。 

（１）北九州ＰＣＢ処理事業所 

  １）トランス・コンデンサ処理設備（別紙４－１ 表－９参照） 
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第１期処理施設は、ＢＭ（Breakdown Maintenance：事後保全）での対

応としており、特記すべき計画はない。 

第２期処理施設については、中間処理設備における腐食対策、ＰＣＢ

オンラインモニタリング装置の更新、第２期処理施設でプラズマ溶融分

解設備と共有して使用している用役設備（計装用空気圧縮機等）の部品

交換等を計画している。 

 

  ２）プラズマ溶融分解設備（別紙４－１ 表-10 参照） 

    プラズマ溶融分解設備は、平成 30 年度以降も引き続きプラズマ溶融分

解炉等の耐火物の補修・更新を行うとともに、バーナー類やポンプ類の

整備を計画している。 

   

（２）豊田ＰＣＢ処理事業所（別紙４－１ 表-11 参照） 

   平成 30 年度以降も引き続きオイルスクラバーや蒸留塔における腐食状

況の確認を行うとともに、デミスター（オイルスクラバー）の交換等を計

画的に実施していくこととしている。 

 

（３）東京ＰＣＢ処理事業所（別紙４－１ 表-12 参照）  

   平成 30 年度以降も引き続き水熱酸化分解設備における腐食劣化対策と

して、定期点検時に反応器、熱交換器の腐食状況を確認し、確認結果に応

じた補修を実施していくこととしている。 

   また、ＰＣＢオンラインモニタリング装置については、平成 29 年度に引

き続き、平成 30 年度に残りの更新を行う予定としている。 

 

（４）大阪ＰＣＢ処理事業所（別紙４－１ 表－13 参照） 

  平成 30 年度以降も引き続きＶＴＲにおける腐食劣化対策として、定期点 

検時等に腐食状況を確認するとともに、Ｄ号機オイルクーラーの更新を計 

画的に実施していくこととしている。 

 

（５）北海道ＰＣＢ処理事業所 

１）トランス・コンデンサ処理設備（当初施設）（別紙４－１ 表－14 参照） 

平成 30 年以降の主な保全内容としては、真空超音波洗浄装置等の点検・ 

整備、真空加熱装置の点検・整備を計画している。また、平成 31 年度に 

は、平成 29 年度に引き続き、残りのＰＣＢオンラインモニタリング装置 

の更新を計画している。 
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２）プラズマ溶融分解設備（増設施設）（別紙４－１表－15、16 参照） 

   プラズマ溶融分解設備は、北九州ＰＣＢ処理事業所のプラズマ溶融分解

設備同様、平成 30 年度以降も引き続きプラズマ溶融分解炉等の耐火物の補

修・更新を行うとともに、バーナー類やポンプ類の整備を計画している。 

 


